
2025年度 全国学力・学習状況調査の結果から見た南っ子のすがた 

坂井市立三国南小学校  

2025年度全国学力・学習状況調査における三国南小学校の児童の概要をお知らせします。学校では、今回の

結果をもとに教育活動の工夫・改善をしていきたいと思います。ご家庭におかれましても、分析結果を参考に

していただき、お子様のさらなる成長を目指して、生活習慣や学習習慣の改善にお役立てください。よろしく

お願いします。 

１ 教科に関する調査結果と分析  

 
※全国平均との比較（○･･･上回っている  印なし･･･ほぼ同等  △･･･下回っている） 

●全体の概要 

 

 

 

●各教科の調査結果の分析と授業改善策 

国語   

◎漢字を文の中で正しく使う力が優れています。（知

識及び技能）  

▲話し合いの中で、発言の意図を選ぶ問題に課題が

見られました。 

 

 

 

▲情報や語句の関係の表し方を理解して使うことに

課題が見られました。 

▲段落相互の関係を読み取り、文章の構成を考える

問題に課題が見られました。 

 

 

 

・毎日の漢字練習を通して、新出漢字や既習漢字の定着

を図っています。 

・授業の様々な場面で話し合い活動を増やし、相手の考

えを理解したり、発言の意図をくみ取ったりできるよ

うにします。 

・話し合い活動の前には、めあてや観点等を明確化し、

話し合いが深まるようにします。 

・話し合いや思考の流れを図に整理する活動や、学習の

まとめを図式化する活動を取り入れていきます。 

・内容のまとまりや段落相互の関係に気を付けて構成

を工夫した文章を書けるように、読み手に分かりやす

い文章を書くことを意識した学習をすすめていきま

す。 

教科

全体 言葉 情報 言語文化 話すこと・聞くこと 書くこと読むこと知識及び技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式

本校と全国平

均との比較
○ ○ ○ ○

教科

全体 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 知識及び技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式

本校と全国平

均との比較
○ 〇 △ ○ ○

教科

全体 エネルギー 粒子 生命 地球 知識及び技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式

本校と全国平

均との比較
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

問題形式

国　語

知識及び技能

学習指導要領の内容

分類
評価の観点 問題形式

理科

学習指導要領の内容

分類と区分

分類

算　数

学習指導要領の内容 評価の観点 問題形式

思考力・判断力・表現力等
評価の観点

国語と算数は、ほぼ全国と比べてほぼ同等の力、またはそれを上回る力がついています。 

理科は、ほとんどの分野で全国平均を上回っています。 



▲文章の構成を捉えて要旨を把握したり、目的に応じ

て必要な情報を見つけたりする問題に課題が見ら

れました。 

・文章全体を通してどのように構成されているかを捉

えるために、文章中のキーワードを読み取る活動を増

やしていきます。また、必要な情報を見つけるために、

読む目的を明確にすることを習慣づけます。 

算数 

◎「数と計算」の領域の力や「知識技能」の力がしっか

りと身についています。 

▲分数のたし算（通分）の問題に課題が見られました。 

 

 

▲割合に関する問題に課題が見られました。 

 

 

 

▲測量の問題に課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

・日々の授業や家庭学習を通して、算数の土台となる力

を培うことができています。 

・通分をするためには最小公倍数が必要となってくる

ので、授業の初めにそれまでに学習した内容の振り返

りを行っていきます。 

・量感を身につけるために、低学年のときから児童自身

の体験活動を増やし、身近なものを提示してイメージ

できるようにしていきます。 

・基準になるものが１だということもおさえます。 

・問題を解くためにどのような情報が必要かを考える

力が必要なので、授業中に自分で問題を作る機会を確

保していきます。 

・ペア学習やグループ学習を通して、式を立てるときに

も、なぜそのようになるのかを説明できるようにして

いきます。 

理科 

◎基本的な知識（電気、水の状態変化等）はよく身に

ついています。 

 

▲金属の性質（電気を通すか、磁石につくか）の知識

を問う問題に課題がみられました。 

 

 

 

 

▲インゲンマメの発芽について、実験の方法を選択す

る問題に課題がみられました。 

 

 

 

▲環境問題について、これまで学習してきたことをも

とに何が言えるかを考える問題に課題が見られまし

た。 

 

・５年生までに学習した内容がきちんと身に付いてい

ると言えます。日々の授業や家庭学習の積み重ねがで

きています。 

・金属の性質について、理解が不十分なようです。電気

や磁石についての実験をする際には、身の回りのもの

を用いて行っていきます。また、実験後のまとめにつ

いても、「鉄は・・」「アルミニウムは・・」とまとめ

方を工夫したり、子どもたち自身でまとめる経験を積

んだりして、知識の定着を深めていきます。 

・対照実験の考え方についての理解が不十分になって

いるようです。求めたい結果を得るためにはどんな条

件で実験をするとよいか、実験方法について教員から

提示するだけでなく、子どもたちが実験の方法を考え

る機会を増やしていきます。 

・学習したことを実生活や社会的な問題につなげるこ

とが難しいようです。学習したことを生活とつなげて

考える力をつけるために、実生活の中でどのように生

かされているのかを考える時間をつくっていきます。 

 



２ 質問紙調査に関する調査結果と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①  調査項目「朝食を毎日食べていますか」や「毎日同じくらいの時刻に寝ていますか」、「毎日、同じぐらいの時刻

に起きていますか」の３つの調査では、県平均、全国平均より上回っていました。基本的な生活習慣に関しては以下

のように言われております。 

子どもたちの健やかな成長には、「早寝早起き朝ごはん」をはじめとした規則正しい生活習慣が大切です。近

年、子どもたちの生活習慣の乱れが学習意欲、体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。 

家庭における食事、睡眠などの乱れを個々の家庭や子供の問題として見過ごすことなく、社会全体の問題とし

て、子どもたちの基本的な生活習慣を確立させ、生活リズムの向上を図るための取組を推進していくことが必要で

す。  ※１ 

 

②  調査項目「学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している

時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」の割合は、県平均、全国

平均を下回っていました。 

自主学習を中心とした家庭学習の意義や、ICT を使った学習方法などを引き続き紹介していきます。お家の方

でもお声掛けをお願いします。 

 

③  調査項目「あなたの家には、およそどのくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除く）」や「読書は好きで 

すか」の２つの調査では、県平均、全国平均を下回っていました。読書の意義について、次のように述べられていま

す。 

国語力を構成している「考える力」「感じる力」「想像する力」「表す力」「国語の知識等」のいずれにもかかわ

り，これらの力を育てる上で中核となるものである。特に，すべての活動の基盤ともなる「教養・価値観・感性等」を

生涯を通じて身に付けていくために極めて重要なものである。  ※２ 

  学校でも引き続き、読書時間の確保や本に触れる機会を設けていきます。 

 

※１ 「早寝早起き朝ごはん」全国協議会 

※２ 文部科学省．国語力を身に付けるための読書活動の在り方 

 


